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［小学生用］

ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、１２月２４日（火）までに
ご投函ください。（切手を貼らずにお出しください。住所・氏名を記入する必要はありません。）

【問い合わせ先】

杉並区保健福祉部 子育て支援課 計画推進担当 電話 ０３-３３１２-２１１１（代表）

（内線１３６２）

調査へのご協力のお願い

日頃より杉並区の子育て支援施策にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。

杉並区では、次代を担う子どもたちが健やかに成長できるよう様々な子育て支援施策を実施して

おりますが、平成 27 年度から「子ども・子育て支援新制度」（新制度のあらましは、同封の国が

作成したリーフレットをご覧ください）の実施が予定されている中で、今まで以上の施策の充実を

目指して「杉並区子ども・子育て支援事業計画」を策定することといたしました。

本調査は、今後の計画づくりに向けて、小学生のお子さんに対する子育てサービスの利用状況や

今後の利用希望等に関する保護者の皆さまのご意見等を把握するために実施するもので、より実態

に即した計画とするためにも、多くの皆さまからご回答いただくことが重要と考えています。

調査表は、区内にお住まいの小学生のお子さんを無作為に選ばせていただき、その保護者の方に

お送りしています（なお、別途就学前のお子さんのいる保護者の皆様へも調査を行っています）。

また、ご回答いただいた内容は、すべて統計的に処理され、個々の内容やプライバシーに関わる

内容が公表されたり、他の目的に利用されることは一切ありません。

お忙しい中ご負担をおかけしますが、この調査の趣旨をご理解いただき、是非ともご協力くださ

いますよう、お願い申し上げます。

平成25年１２月

杉並区子育て支援に関するニーズ調査

杉並区長 田 中 良

１ この調査は、封筒の宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。

２ 特にことわり書きがない設問は、封筒の宛名のお子さんについてお答えください。また、親

族の続柄の記載がある設問は、封筒の宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

３ 選択肢に番号がある設問は、該当の番号に○印を付けてください。○印の数は「１つに○を」

「すべてに○を」と表示していますので、それに合わせてください。また、「その他」を選択

された場合は、（ ）内にその内容をご記入ください。

４ □がある欄には、設問の答えとなる数字をご記入ください。なお、時間（時刻）を記入いた

だく欄は、24時間制（例：午後６時は１８時）でご記入ください。

５ 同封の「施設・事業のあらまし」に、施設や事業の説明が書かれていますので、調査回答前

にお読みくださいますよう、お願いいたします。

６ 設問によって回答いただく方が限られる場合がありますので、ことわり書きや矢印に従って

回答してください。特にことわりのない場合は、次の設問に進んで下さい。

～ご記入にあたってのお願い～

資料１１
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問1 宛名のお子さんの学年をご記入ください。

問２ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数

字でご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入くだ

さい。

問３ お住まいの町名をおうかがいします。当てはまる答えの番号１つに○をつけてください。

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。

当てはまる番号１つに○をつけてください。

問５ 宛名のお子さんの保護者の状況についてうかがいます。それぞれの欄について、当てはまるものに

１つずつ○をつけてください。

年生

１ 阿佐谷北 ７ 梅里 13 上高井戸 19 下高井戸 25 成田東 31 本天沼

２ 阿佐谷南 ８ 永福 14 久我山 20 松庵 26 西荻北 32 松ノ木

３ 天沼 ９ 大宮 15 高円寺北 21 善福寺 27 西荻南 33 南荻窪

４ 井草 10 荻窪 16 高円寺南 22 高井戸西 28 浜田山 34 宮前

５ 和泉 11 上井草 17 清水 23 高井戸東 29 方南 35 桃井

６ 今川 12 上荻 18 下井草 24 成田西 30 堀ノ内 36 和田

１ 母親 ２ 父親 ３ その他（ ）

母 親 父 親

１ 一緒に住んでいる

２ 単身赴任や入院などで一時的に別に住んでいる

３ 別居している

４ 死亡、離婚、未婚などでいない

１ 一緒に住んでいる

２ 単身赴任や入院などで一時的に別に住んでいる

３ 別居している

４ 死亡、離婚、未婚などでいない

はじめに、封筒宛名のお子さんとご家族についておうかがいします

きょうだい数 人 末子の生年月 平成 年 月生まれ
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問６ 宛名のお子さんの子育てを主に行っている方は、どなたですか。お子さんからみた関係で当てはま

る番号１つに○をつけてください。

問７ 日頃、お子さんを預かってもらえる親族・知人はいらっしゃいますか。当てはまる番号すべてに○

をつけてください。

問７-1 問７で「1」または「2」に○をつけた方にうかがいます。祖父母等の親族にお子さんを預かって

もらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

問７-２ 問７で「3」または「4」に○をつけた方にうかがいます。友人・知人に預かってもらっている

状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 父母ともに ３ 主に父親 ５ その他（ ）

２ 主に母親 ４ 主に祖父母

１ 日常的に、祖父母等の親族に預かってもらえる

２ 緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる

３ 日常的に、子どもを預かってもらえる友人・知人がいる

４ 緊急時もしくは用事の際には、子どもを預かってもらえる友人・知人がいる

５ いずれもいない

１ 心配することなく、安心して子どもを預かってもらえる

２ 祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

３ 祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４ 子どもの親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５ 子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６ その他（ ）

１ 心配することなく、安心して子どもを預かってもらえる

２ 友人・知人の身体的負担が大きく心配である

３ 友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

４ 子どもの親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

５ 子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し不安がある

６ その他（ ）

子育ての環境についておうかがいします

問８へ

問８へ

問７-１へ

問７-２へ

問８へ
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問８ 宛名のお子さんの子育てをする上で、心配や悩みがありますか。当てはまる番号すべてに○をつけ

てください。

問９ 宛名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる人はいますか。また相談できる場所はあり

ますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

問９-1 問９で「1 いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。お子さんの子育てに関して、気軽に相

談できる先は、だれ（どこ）ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。

問１０ 子育てをする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポートがあればよいと

お考えでしょうか。ご自由にお書きください。

１ 子どもの健康や成長のこと 11 子育てに自信が持てないこと

２ 子どもの食事や生活習慣のこと 12 養育費や教育費など経済的なこと

３ 子どものしつけや接し方のこと 13 仕事との両立が負担なこと

４ 子どものいじめや友達関係のこと 14 家事や介護などとの両立が負担なこと

５ 子どもの病気や障害のこと 15 地域や社会から孤立している感じ

６ 子どもの勉強や進学のこと 16 回答者自身や家族の健康のこと

７ 子どもの性格や癖に関すること 17 相談できる人がいない、相談先がわからないこと

８ 子どもの性に関すること 18 子どもにイライラしたり子育てを負担に感じる

９ 子どもの暴力や非行のこと 19 その他

10 子どもが学校に行くのを嫌がること

20 特に心配や悩みはない

１ いる／ある → 問９-1へ ２ いない／ない → 問１０へ

１ 配偶者 ９ 子ども家庭支援センターの職員

２ 祖父母等の親族 10 かかりつけの医師

３ 友人・子育て仲間 11 地域の親子の交流の場（つどいの広場など）の職員

４ 近所の人 12 塾や習い事の先生

５ 児童館・学童クラブの職員 13 区や東京都などの公的相談機関（電話相談・メール相談を含む）

６ 学校の先生 14 民間の相談機関（電話相談・メール相談を含む）

７ 民生・児童委員 15 その他

８ 保健所・保健センターの職員
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宛名のお子さんの保護者の現在の就労（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。

ひとり親家庭の場合は、該当する保護者の欄にご記入下さい。

ここで言う「フルタイム」とは１週間に５日・１日８時間程度の仕事をさします。

「パート・アルバイト等」とはフルタイム以外の就労をさします。

問1１ 当てはまる就労状況を、「母親」「父親」それぞれの欄の番号に１つ〇をつけてください。

問 1１-1 「問 1１」でフルタイムまたはパート・アルバイトで就労しているに○をつけた方にうかがい

ます。「就労日数」「就労時間」などについてお答えください。就労日数や就労時間が一定でない

場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業

に入る前の状況についてお答えください。 時間は２４時間制でご記入ください。

就労状況 母 親 父 親

平均的な仕事の

日数、時間

1 週当たり 日

1 日当たり 時間 分

1週当たり 日

1日当たり 時間 分

働いている曜日に

〇をつけてください
月 火 水 木 金 土 日 不定期 月 火 水 木 金 土 日 不定期

出勤・帰宅の時刻
家を出る時刻 時 分

帰 宅 時 刻 時 分

家を出る時刻 時 分

帰 宅 時 刻 時 分

在宅勤務の方は

仕事開始・終了時刻

仕 事 開 始 時 分

終 了 時 分

仕 事 開 始 時 分

終 了 時 分

就労状況 母 親 父 親

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない １ １

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中である ２ ２

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ３ ３

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である ４ ４

就労していないまたは求職中である ⇒問13 へ ５ ５

保護者の就労状況についておうかがいします

問 11-1、
問 12へ

⇒

⇒ 問 11-1
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問12 「問1１」で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「パー

ト・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中である」に○をつけた方にうかがいます。

フルタイムへの転換希望はありますか。「母親」「父親」それぞれの欄の当てはまる番号に１つ○

をつけてください。「フルタイム」とは１週間に5日程度・１日８時間程度の仕事をさします。

今後の希望 母 親 父 親

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある １ １

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない ２ ２

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 ３ ３

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ４ ４

問 1３ 「問 1１」で「就労していないまたは求職中」に○をつけた方にうかがいます。今後の就労希望

はありますか。母親、父親の当てはまる番号１つに○をつけ、該当する□内に数字をご記入くださ

い。

（１）母 親

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態（記号に○をつけ、「イ」を選んだ場合は□内に数字をご記入ください）

ア フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 １日当たり 時間

（２）父 親

１ 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２ １年より先、一番下の子どもが 歳になったころに就労したい

３ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

希望する就労形態（記号に○をつけ、「イ」を選んだ場合は□内に数字をご記入ください）

ア フルタイム（１週５日・１日８時間程度の就労）

イ パートタイム、アルバイト等（「ア」以外）

１週当たり 日 １日当たり 時間
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問 1４ お子さんが小学校１～４年生の保護者のみお答えください。宛名のお子さんは現在、放課後（平

日の小学校終了後）をどのように（どこで）過ごしていますか。当てはまる過ごし方の番号すべて

に○をつけるとともに、週当たりの日数を□内にご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、

利用の時間もご記入ください。時間は24時間制でご記入ください。

＊施設や事業については、同封の「施設」「事業」のあらましを参照してください。

１ 自宅で家族と過ごす

（家族とのお出掛けを含む）
週 日くらい

２ 自宅で一人で過ごす 週 日くらい

３ 祖父母宅や友人・知人宅で過ごす 週 日くらい

４ 習い事や塾

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
週 日くらい

５ 児童館 （学童クラブを除く） 週 日くらい

６ 学童クラブ 週 日くらい 下校時から 時まで

７ 小学校校庭開放、放課後子ども教室 週 日くらい

８ ファミリー・サポート・センター 週 日くらい

９ 放課後等デイサービス 週 日くらい

10 その他（公園など） 週 日くらい

お子さんの放課後の過ごし方についておうかがいします
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問１５ すべての方にうかがいます。宛名のお子さんが小学校5 年生、6 年生のときは、放課後（平日の

小学校終業後）の時間をどのように過ごさせたいと思いますか。当てはまる過ごし方の番号すべてに

○をつけるとともに、週当たりの日数を□内にご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、

利用の時間もご記入ください。時間は24時間制でご記入ください。

＊施設や事業については、同封の「施設」「事業」のあらましを参照してください。

１ 自宅で家族と過ごす

（家族とのお出掛けを含む）
週 日くらい

２ 自宅で一人で過ごす 週 日くらい

３ 祖父母宅や友人・知人宅で過ごす 週 日くらい

４ 習い事や塾

（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）
週 日くらい

５ 児童館 （学童クラブを除く） 週 日くらい

６ 学童クラブ 週 日くらい 下校時から 時まで

７ 小学校校庭開放、放課後子ども教室 週 日くらい

８ ファミリー・サポート・センター 週 日くらい

９ 放課後等デイサービス 週 日くらい

10 その他（公園など） 週 日くらい
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問１６ 問１４または問１５で「６ 学童クラブ」に○をつけた方にうかがいます。宛名のお子さんについ

て、土曜日と日曜日・祝日、夏休みや冬休みなどの長期休暇中の、学童クラブの利用希望はあります

か。（１）（２）（３）それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用し

たい日数を、□内にご記入ください。

学童クラブを希望しない方は問１７にお進みください。

（１）土曜日

１ １～４年生の間は利用したい

２ ５年生まで利用したい 月 日程度

３ ６年生まで利用したい

４ 利用する必要はない

（２）日曜日・祝日

１ １～４年生の間は利用したい

２ ５年生まで利用したい 月 日程度

３ ６年生まで利用したい

４ 利用する必要はない

（３）夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

１ １～４年生の間は利用したい

２ ５年生まで利用したい 週 日程度

３ ６年生まで利用したい

４ 利用する必要はない

問１７ 問１４または問１５で「６ 学童クラブ」に○をつけなかった方にうかがいます。学童クラブを利

用していない（利用しない）理由について、当てはまる番号すべてに○をつけてください。

１ 学童クラブの要件に該当しないから（要件については「施設・事業のあらまし」参照）

２ 学童クラブの要件に該当するが、学童クラブのサービス内容に不満があるから

３ 学童クラブの要件に該当するが、子供が学童クラブに行きたがらないから

４ 学童クラブの要件に該当するが、民間の学童クラブや他のサービスを利用しているから

５ 学童クラブの要件に該当するが、習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）をしているから

６ その他（ ）

問１８へ
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問１８ 宛名のお子さんについて、保護者の私用（買い物、リフレッシュ等）、通院、不定期の就労等の

目的で、家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。ある場合は、当てはまる番

号・記号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください。

＊施設・事業については、同封の「施設」「事業」のあらましを参照してください。

１ あった ア 親族・知人にみてもらった 日

イ ファミリーサポートセンターを利用した 日

ウ ベビーホテル、ベビーシッターを利用した 日

エ やむをえず子どもを同行させた 日

オ やむをえず子どもだけで留守番をさせた 日

カ その他（ ） 日

２ なかった

問１９ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなかっ

た場合も含みます）。あった場合は、この１年間にとった行動として当てはまる番号・記号すべて

に○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください。

＊施設・事業については、同封の「施設」「事業」のあらましを参照してください。

１ あった ア 親族・知人にみてもらった 泊

イ ショートステイ（宿泊を伴う預かり事業）を利用した 泊

ウ ベビーホテル、ベビーシッターを利用した 泊

エ やむをえず子どもを同行させた 泊

オ やむをえず子どもだけで留守番をさせた 泊

カ その他（ ） 泊

２ なかった

問１９-１ 問１９で「1 あった ア 親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。

⇒ア 以外を選択した方は 問２０ へ

その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。

１ 非常に困難 ２ どちらかというと困難 ３ 特に困難ではない

宛名のお子さんの一時預かり等の利用についておうかがいします
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問２０ 杉並区は子育てしやすいまちだと思いますか。当てはまる番号に１つ〇をつけてください。

１ 子育てしやすいまちだと思う

２ どちらかというと子育てしやすいまちだと思う

３ どちらともいえない

４ どちらかというと子育てしやすいまちだと思わない

５ 子育てしやすいまちだと思わない

問２１ 今後も、杉並区で子育てをしていきたいと思いますか。当てはまる番号に１つ〇をつけてください。

１ ずっと杉並区で子育てをしていきたい

２ 当分の間は杉並区で子育てをしていきたい

３ できれば杉並区以外の区市町村で子育てをしたい

４ 近いうちに転出するつもりである

５ その他（ ）

問２２ 最後に、杉並区の子育て環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。

質問は以上で終わりです。調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、12月24日（火）までにご投函ください。

杉並区の子育てについておうかがいします



ニーズ調査票【小学生用】に記載されている「施設」「事業」のあらまし

○児童館

児童福祉法に規定する児童厚生施設の１つで、地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を

増進し、又は情操をゆたかにすることを目的とする児童福祉施設です。子どもの遊びや自主活動支援、

様々な体験プログラム、お祭りなどの地域行事を提供しています。（児童館により利用内容等が異なる

場合があります。）

＊利用時間：平日（月曜～金曜）10時～１８時 土曜日・日曜日 9時～１７時

○学童クラブ

児童福祉法に定める放課後児童健全育成事業として、保護者が就労・病気等により、昼間留守になる

家庭の子どもを対象にした下校後の生活の場です。子どもが安心して楽しく過ごせるよう、遊びや集団

活動を中心とした運営を行っています。

＊対象：小学1～4年生（心身に障害がある等の子どもは6年生まで）

＊利用時間：平日（月曜～金曜）下校後～１８時。学校休業日は8時30分～18時。

延長利用は１８時30分まで

土曜日 8時30分から１７時まで

＊入会要件：保護者の就労が、週3日以上・1日3時間以上あること、またはそれに準じる疾病・介護

等の理由があること。

＊利用料：月額3,000円（利用料のほかに、おやつ代として月額1,800円の負担があります。）

○校庭開放（遊びと憩いの場開放）

小学校の校庭を、水曜午後、土・日曜、祝日、学校休業日に、子どもの遊び場として開放しています。

（小学校により実施日等が異なる場合があります。）

○放課後子ども教室

放課後の小学校で、子どもたちが地域の中で広くさまざまなことに挑戦・体験できるよう、保護者や

地域の方々が中心となって、学習や遊び、スポーツの機会等を提供しています。（実施していない小学

校もあります。）

＊平成25年度実施小学校数 11校

「杉並区子育て支援に関するニーズ調査」の調査票に書かれている施設・事業の概要は以下のとおりです。

回答の参考にしてください。

・時間や料金等は平成25年11月現在の数字です。

・料金について記載のないものは原則無料ですが、保険料や材料費等がかかる場合があります。



○ファミリーサポートセンター

区が社会福祉協議会に委託している事業で、研修を受けた区民（協力会員）が子どもの一時預かりや送

迎などを行います。おおむね10歳までの子どもが利用できます。

＊対象：おおむね10歳までの子ども

＊利用料：9時から20時までは、１時間800円

6時～9時と２０時～２２時は、１時間1,000円

○子どもショートステイ

保護者が、病気、出産などで一時的に子どもを養育できない時に、区内の施設で宿泊して子どもを預

かる事業です。

＊対象：0歳から12歳までの子ども

＊利用料：2歳以上…4,300円（1泊2日料金、1日増えるごとに2,150円）

○放課後等デイサービス

学校通学中の障害がある子どもを対象に、放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活能力向上の

ための訓練等を継続的に提供することにより、自立の促進とともに、放課後等の居場所づくりを行いま

す。

＊対象：学校教育法に規定する学校（幼稚園、大学を除く）に就学している障害のある子ども

＊利用料：世帯の所得に応じた負担があります。
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